
2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14







松帆銅鐸同笵銅鐸調査について 

 

大阪大学大学院 教授 福永伸哉 

 

 

(1)出雲の銅鐸と淡路の銅鐸との同笵事例が増し、淡路を含む東部瀬戸内と日本海側との

「銅鐸ネットワーク」がいっそう明瞭になった。日常用土器の移動からはうかがい知れな

い弥生時代の広域交流の様子が浮かび上がった。 

 

(2)荒神谷遺跡、加茂岩倉遺跡との同笵関係が判明した松帆３号鐸、松帆５号鐸は弥生中期

前葉の製作と考えられる外縁付鈕１式。しかし、荒神谷、加茂岩倉では同じ埋納坑から弥

生中期後葉の中広形銅矛（荒神谷）、扁平鈕２式鐸（加茂岩倉）が共伴しており、埋納時

期は弥生中期末頃（西暦紀元前後）と考えられる。これらの外縁付鈕１式は 200 年以上使

用された後に埋納に至った。松帆銅鐸でも同様なのか。松帆３号鐸、５号鐸の埋納時期が

突き止められれば、製作、使用、最終埋納に至る銅鐸の「ライフサイクル」に迫ることが

できる。 

 

(3)荒神谷遺跡、加茂岩倉遺跡とは同笵関係にありながら、松帆銅鐸のみに青銅製の舌が伴

っていた。使用実態を反映しているのか、埋納時の取り扱いの差なのか、興味深い相違で

ある。 

 

(4)以上のように、同笵関係という情報が明らかになったことにより、解明すべきポイント

がより明確になってきたといえる。今後の調査研究に大いに期待している。 


